
岩原川エリアみらい計画（案）

【記号：だめね（▲）、いいね（○）、もっとこうして（☆）、１０年後の将来像（◇）】

水と緑と賑わいのある都心のオアシス

安全で快適な
環境を整備する

賑わいのある
通りをつくる

エリア周辺との
繋がりを強化する

方針１

ワークショップの成果

方針２

目　標

方針３

▲
岩
原
川
が
人
工
的
で
親
し
め
な
い

▲
岩
原
川
の
水
量
が
少
な
く
、
ご
み
や
に
お
い
が
す
る

▲
道
が
歩
き
に
く
い
（
車
道
が
狭
い
、
遊
歩
道
が
な
い
等
）

▲
危
な
い
（
大
雨
災
害
、
あ
び
き
現
象
等
）

○
川
や
公
園
が
あ
る

○
稲
佐
山
が
良
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た

○
視
界
が
広
が
り
、
明
る
い
印
象
に
な
っ
た

☆
歩
き
た
く
な
る
道
に
す
る
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
）

☆
車
を
通
り
や
す
く
す
る

☆
川
を
自
然
に
戻
す

☆
川
の
水
を
き
れ
い
に
、
ご
み
を
減
ら
す

☆
子
供
た
ち
が
遊
べ
る
川
や
公
園
の
整
備

☆
川
沿
い
に
緑
を
増
や
す

☆
休
ん
だ
り
、
集
ま
っ
た
り
で
き
る
場
所
が
ほ
し
い

◇
み
ん
な
が
川
と
道
で
憩
え
る
エ
リ
ア

◇
川
を
自
然
に
戻
し
て
人
が
ゆ
っ
く
り
歩
い
た
り
住
め
て
賑
わ
い
の
あ
る
エ
リ
ア

◇
子
供
か
ら
老
人
ま
で
安
心
し
て
散
歩
で
き
る
エ
リ
ア

◇
生
き
物
た
く
さ
ん
美
し
く
遊
べ
る
川
が
あ
る
エ
リ
ア

▲
賑
わ
い
が
な
く
な
っ
た
（
魚
市
移
転
、
駐
車
場
化
）

▲
道
路
の
景
観
が
良
く
な
い
（
通
り
・
橋
）

○
活
気
が
で
そ
う
（
周
辺
整
備
に
よ
り
）

☆
若
い
人
、
家
族
、
外
国
人
な
ど
様
々
な
人
が
集
ま
る
場
所
に
し
た
い

☆
新
し
い
町
並
み
を
作
り
た
い

☆
見
通
し
の
良
い
町
並
み
を
守
り
た
い

◇
地
元
の
方
が
開
い
て
い
る
素
敵
な
お
店
が
あ
る
エ
リ
ア

◇
木
・
川
・
緑
あ
ふ
れ
る
人
が
集
ま
る
エ
リ
ア

◇
昼
は
安
ら
ぐ
、
夜
は
心
お
ど
る
エ
リ
ア

◇
緑
豊
か
な
お
し
ゃ
れ
な
店
舗
で
統
一
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
エ
リ
ア

◇
イ
ベ
ン
ト
が
長
崎
ら
し
く
、
お
店
が
あ
り
人
が
集
ま
る
エ
リ
ア

◇
み
ん
な
が
川
と
道
で
憩
え
る
エ
リ
ア

○
長
崎
駅
が
近
い



安全で快適な環境を整備する方針１

[1-1] 災害に強い岩原川の整備を進めます。

[1-2] 岩原川に流入するごみや汚濁水を減らし、緑

の配置や生物に配慮した河川整備を進めます。

[1-3] 人も車も安全にゆったりと過ごすことができ

る道路を整備します。

[1-4] 住み続けられる住環境整備を進めます。

[1-5] 出店しやすい商環境整備を進めます。

[1-6] 魅力ある公園の整備を進めます。



賑わいのある通りをつくる方針2

[2-1] 通り沿いの店舗利用を進め、賑わいがある通

りを目指します。

[2-2] 通り沿い建物について、デザインに配慮した

まちなみ形成や壁面緑化などの緑を増やす取り組

みを進めます。

[2-3] 朝市やお祭りなどの地域参加のイベント開催

を推進します。



エリア周辺との繋がりを強化する方針3

[3-1] エリア周辺と動線を調整し、エリア間をス

ムーズに移動できるようにします。

[3-2] 長崎駅や新県庁舎からまちなかにつながるエ

リアの入り口に緑を配置します。

[3-3] 主要な場所にランドマークとなるわかりやす

い案内板を設置します。
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